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論文内容の要旨 (1,000字～2,000字でまとめること。）

慢 患 (chromeobs1Juctive pulmonary disease.. COPP)の増悪は、患者の呼吸機能やQ呻lyofLifeの低下を招き、生命予

後を悪化させる。また、増悪による救急受診や入院回数の増加は、医療経済の観点からも問題視されている。 COPDの増悪に対する

早期の治療開始が増悪からの回復期間む甜宿させ刃浣のリスクを減らすことから、患者が増悪の初期段階にその徴候に気づき、治療

を求める行動をとれるよう支援することが課題となっている。近年ではCOPD患者を対象としたセルフマネジメントプログラムには、

増悪時のアクションプラZ柑組み込まれているようになっているが、 COPD患者⑪曽悪に対する認知や反応は靱宙C多様であり、必

ずしもアクショ Zプランに基づいたガ邸北られていない現伏も見受けられる。症状1-;tl,囮籾注競的沼楼負であり、症伏四即棘埠!

者によっで哩屏され、解釈される。よって、 COPD患者⑪癬脚抑）セルフマネジメントを効果的に支援するには、個々のCOPD患者

が、実際に何に着目して、増悪の発現に気づいたり、治療を求める必要があると解択しているのかといった、増悪の発見や対応の前

段階にある COPD患者のセルフモニタリングの状況む団屋する必要がある。しかし、現在のとこる、 COPD患者⑪甑長に対する気づ

き方や解択の仕方を詳細力之、釦均にとらえることができる質問函ま存在しない。

そこで本舵究は、 COPD患者⑪着悪のセルフモニタリングの状況を把握するための質問細：Questionnrurefur Assessment of Patients' 

Self.monitonng ofE畑叫叫onofCbromcObstm叫vePuhnonaryDisease(QASM-ECOPD)を開発し、構國記念妥当性の検討、内的整針生の

検討、再現性および基準関連妥当性の検討を行った。さらに、構造芍蔀年モデリングにより、因子閲の関係を検証しに本質問紙は、

wtldeら(2006)とSongら(2008)のセルフモニタリング吐記訟析を基盤にして、 COPD患者の増悪のセルフモニタリングを、「COPD

患者が定期的な測定・記録・観察によって増悪による身体症状や身体感覚の変化に気づき、それらの情報から治療を求める必要があ

る病状かどうかを解釈すること」と操侑的に定義し、質問紙祀慎城 1《増悪に対する気づき〉〉と領域 2僻療を求める行動の決定に

関する症状芍痴却苅聘む〉の2御禽て構成した

まず、増瞬睾を有する患者20名を対象とした判衛鉗頃疲調査および覇咆詔環に基令ヽて、Q岱 M-ECOPDの試作版を｛俄反し、

次に試作版の信頼性と妥当性を評価するために横断的記述研究を実施しt.:o探索的因子分折と確証的因子分析により、最終的に領域

1〈贈悪に対する気づき》は3因子22項目力琳耀された。抽出した因子の名前は咎因子を構成する項目の内容から、第1因子「増悪

の原因や誘因に対口頚ぼを払う」 (8項目）、第2因子「呼吸状態や体餌の変化を客親的にとらえる」 (10項目）、第3因子「咳・痰の

性状⑬劉滋観察する」 (4項目）とした。また、領域 2〈舘療を求める行動の決定に関する症伏芍敦侯の解釈〉）は3因子 18項目が

構築され、第1因子「全身に波及した症状・徴候に着目した解釈I(7項目）、第2因子「呼吸器感染の徴侯に着目した解釈」 (5項目）ヽ

第3因子「治療を求めることに対するためらいの認知」 (6項目）とした。いずれのモデル適合度も容認できるものであり、統計学的

な説明力を有することが示され、構成抵念妥当性は支持された。また、領域1と領城2ともにCronbach:,s 4係数は0.8以上、娯わ斌蕊t

の級内相関係数も0.7以上であり、内的整針生と安定性が確認された。外部基準であるtheSelf-Care Agency Questionnaire証 P曲叩swrth

Cltronic Illness(sCAQ)とも有意な相関剤認め、基準圏船妥判生も支持されfら

構造方程式モデリングの結果、 QASM-ECOPDの因子間に！胡朗咽歩あり、領域2の第3因子堺源を求めることに対するためら

いの認知」が基盤にあり、 COPD患者は、たと氾甜犬に気づいてもすぐに由細良を求める行動をとらず、全射斜効おらわれてから

行動に移している状況を示していた，また、 f増悪の原因や誘因に対し注意を払う」や「甲吸状態や困調の変化を客観的にとらえる」

に有意潤珊を与えているのは、「呼吸器感祁り徴候に着目した解即のみであり、「全身に波及し沿畝犬・徴候に着目した解釈」か

らは菌妾つながらなV構造を示してい迄

以上より、 QASM-ECOPDは、増悪傾向にある症伏に対する COPD患者の気づきや解釈をアセスメントするうえで、信頼性と妥当

性を備えた質問紙である。また、 QASM-ECOPDの因子問の関係は COPD患者が増悪の初期醐嗜芍細長を求める行動をとれるよう

にするにはまずは「治療を求めることに対するためらいq屈知」を取り除くことが重要であることを示していtr..さらに、増悪の

発現に気づくための患者の行動を促すには、「呼吸器感染の徴候に着目した解釈jを助けることが重要であることが示浚された，
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要 旨

本研究は、 COPD患者の増悪のセルフモニタリングの状況を把握するための質問紙

(QASM-ECOPD)を開発すること、その下位因子間の関係を検証することを目的とした。

質問紙は、領城 1《増悪に対する気づき》と領域 2《治療を求める行動の決定に関する

症状や徴候の解釈》で構成し、 COPD患者対象の半構造化面接調査による質問項目の収集、

専門家会議とバイロットテストを経て試作版を作成した。探索的因子分析と確証的因子分

析により、最終的に領域 1は 3因子22項目、領域 2は3因子 18項目が構築され、モデル適合度

も容認で_きるものであった。内的整合性、安定性、基準関連妥当性も支持された。また構

造方程式モデリングの結果、下位因子間には順序性があり、領城2の第3因子「治療を求め

るこ とに 対す るためらいの認知」が基盤にあり、,COPD患者は症状に気づいても治療を求め

る行動をとらない状況を示していた。また、領域 1の＇「増悪の原因や誘因に対し注意を払う

」や「呼吸状態や体調の変化を客観的にとらえる」に有意な影響を与えていたのは「呼吸

器感染の徴候に着目した解釈」のみであった。構造方程式モデリングの結果は、患者が増

悪の初期段階で治療を求める行動をとれるようにするには、まず「治療を求めることに対

するためらいの認知」を取り除くことが重要であること、増悪の発現に気づくための患者

の行動を促すには「呼吸器感染の徴候に着目した解釈」を助けることが重要であることが

示唆された。本研究は、 QASM-ECOPDの信頼性と妥当性を検討し、構造方程式モデリング

に 基 づ き COPD患者のセルフモニタリングを研究したものであり、 COPD患者の新たな看護

支援のための重要な知見を得たものとして価値ある集積であると認める。よって，学位申

請者の松本麻里は，博士（保健学）の学位を得る資格があると認める。
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